
コープながのガイド
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SDGs
（持続可能な開発目標）

について

持続可能な開発目標（SDGs）
とは、2015年9月の国連サ
ミットで採択された「持続可能
な開発のための2030アジェ
ンダ」にて記載された2016年
から2030年までの国際目標
です。持続可能な世界を実現
するための17のゴール・169
のターゲットから構成され、地
球上の誰一人として取り残さ
ないことを誓っています。
コープながのの取り組みは、
SDGsの実現につながっています。

コープながの理念

コープながのビジョン 2025

私たちは、一人ひとりが手をとりあって、一つひとつのくらしの願いを実現します。
私たちは、ものと心の豊かさが調和し、安心してくらせるまちづくりに貢献します。

私たちは、人と自然が共生する社会と平和な未来を追求します。

CO・OP ともに はぐくむ くらしと未来

食卓を笑顔に、地域を豊かに、誰からも頼られる生協へ。
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「コープながのは生活協同組合です」

生協は消費者一人ひとりが、くらしのさまざまな願いを実現するために、事業や活動を通して助け合う消費
者の自発的な組織です。日本では「消費生活協同組合法」に基づいて設立され運営されています。

生活協同組合（＝生協）って何でしょう？

生協はこれまでの長い歴史の中、消費者の「安全で安心できる商品を利用したい」という願いをかなえるため
に、不必要な添加物を減らした商品、地球環境にかかる負荷を減らす商品、アレルギー表示の開始…など世
の中に先駆けて、消費者視点でのコープ商品や産直商品を提供してきました。
また、商品検査センターでの商品検査や、商品が消費者の手元に届くまでの品質保持や温度管理の徹底な
ど、フードチェーンでの安全にも取り組んでいます。

生協がすすめてきたこと

出資…組合員になる時に生協に預けていただく出資金は、商品調達や事業の運営に活用されています。
利用…組合員は商品を購入したり、さまざまなサービスを利用します。
運営…生協の組合員になる、商品やサービスを利用する、さまざまな取り組みへの参加をする、総代として参

加をする、などすべてが生協の運営にかかわっています。

生協は3つの柱で成り立っています

出 資
生協を運営する

事業資金などとして
活用されています

利 用
組合員みんなで

商品やサービスを
利用します

運 営
運営の主役は

「組合員」です

協同組合の組合員は、出資の多少にかかわらず同じ権利があります。
※組合員全員が集まって話し合いをすることはできないので、組合員の代表となる総代を決めます。総代は

総代会で方針案について決議を行います。

組合員の権利



コープデリ中野センター
（中野市江部川原田1385-3）

コープデリ飯田センター
（飯田市松尾寺所7312）

錦町ステーション
（飯田市錦町2-25-1）

コープ安曇野豊科店
（安曇野市豊科2637-4）

コープ長野稲里店
子育て応援センター 
　きらきらきっず・いなさと
（長野市稲里町中央3-38-1）

コープデリ池田センター
（北安曇郡池田町会染9011-16）

コープデリ上田センター
（上田市上塩尻字嶋崎313-1）

コープデリ佐久センター
（北佐久郡御代田町御代田聖原1062-2）

須坂グロサリー集品センター
（須坂市井上砂田1700-11）

塩尻要冷集品センター
（塩尻市宗賀本山4145-1）

上田古里ステーション
福祉センター上田
（上田市古里742-4）
■ 居宅介護支援 ■ 訪問介護
■ 宅老所こーぷの家 保野
■ 宅老所こーぷの家 国分

コープながの本部
（長野市篠ノ井御幣川668）

総合企画室 
■ くらしの困りごと総合窓口
　（くらしサポート活動 まごころ）

福祉センター長野（長野南） 
■ 居宅介護支援 ■ 訪問介護
共済センター
学校職域センター
（株）コープデリ保険センター
　長野支店
（株）コープデリサービス住宅事業部 
　長野・群馬・新潟営業所

コープデリ篠ノ井センター
（長野市篠ノ井御幣川656）

福祉センター長野 
長野北事業所
（長野市壇田2-6-22）
■ 居宅介護支援 ■ 訪問介護
■ 宅老所こーぷの家 まゆみだ

コープデリ長野センター
（長野市大字村山482-3）

コープデリ松本センター
（松本市笹賀7802）

コープデリ諏訪センター
（諏訪市大字湖南字城下3174）

コープデリ伊北センター
（上伊那郡箕輪町大字三日町1396-2）

コープデリ木曽センター
（木曽郡上松町大字荻原1019-2）

コープデリ塩尻センター
（塩尻市宗賀本山4145-1）

コープデリ安曇野センター
（安曇野市豊科高家1159-4）

コープデリ宅配センター 13
コープデリ夕食宅配 5
店舗 2
福祉センター  2　宅老所 3
共済センター 1
学校職域センター 1
ステーション 2

（株）コープデリ
保険センター 長野支店 1

（株）コープデリサービス
住宅事業部
長野・群馬・新潟営業所  1

コープデリ集品センター 2

宅老所こーぷの家 保野
宅老所こーぷの家 国分

事 業 所 一 覧 コープながののあゆみ

1992年 学校生協・南信生協・長野生協・県民生協の４生協が合 
 併し、「生活協同組合コープながの」発足（9月21日）

1994年 長野電鉄生活協同組合と合併（3月）

2005年 生活協同組合連合会コープネット事業連合に加入

2006年 コープネットグループ共通の理念・ビジョンを作成

2007年 共同購入商品案内「ハピ・デリ！」をコープネット事
 業連合と統合

2008年 宅配事業の物流施設・機能をコープネット事業連合と統合
 コープ共済連に加入

2011年 コープデリ・コープステーション（大型・地域）の
 開設・展開を開始

2012年 移動店舗事業を、コープ長野稲里店を母店に
 長野市でスタート
 コープの葬祭事業（コプセながの）をスタート

2015年 優良な「子育てサポート」企業として厚生労働大臣
 特例認定"プラチナくるみん認定"を取得

2016年 長野県の「職場いきいきアドバンスカンパニー」
 認証を取得

2017年 「コープネット事業連合」から「コープデリ生活協同
 組合連合会」へ組織名称を変更

2022年 コープながの創立30周年

コープながの

コープ
ぐんま

コープデリ
にいがた

とちぎ
コープ

いばらき
コープ

コープみらい

さいたまエリア

とうきょうエリア ちばエリア

コープながのは、コープデリ連合会に加盟する6つの生協（コープながの・コープみらい・
いばらきコープ・とちぎコープ・コープぐんま・コープデリにいがた）とコープデリ連合会およ
びその子会社で構成されるコープデリグループの一員です。コープデリグループは、消費
者・組合員のくらしへの貢献を目指して、同じ理念とビジョンを掲げるグループです。

コープながのが加入するコープデリ連合会概要

名 称

本 部 所 在 地

代表理事理事長

組 合 員 数

事 業 高

コープデリ生活協同組合連合会

埼玉県さいたま市南区根岸1-4-13

熊﨑　伸

528万人

4,519億2,598万円

「 コ ー プ な が の 」の 組 織

対象期間：
特に断りのない限り2022年度（2022年３月21日～2023年３月20日）のものですが、一部2023年度の活動も含んでいます。

コープデリグループ［ 2023年3月20日現在 ］

名 称

本 部 所 在 地

設 立

代表理事理事長

組 合 員 数

出 資 金

事 業 高

事 業 領 域

生活協同組合コープながの

〒388-8555 長野県長野市篠ノ井御幣川668番地

1992年9月21日

太田 栄一

33万3,400人

132億7,322万円

461億76万円

コープデリ宅配センター ： 13

コープデリ店舗 ： 2

移動店舗 ： 移動販売車 2

学校職域事業、共済事業、福祉事業（2センター、
3宅老所）、共済・サービス事業・保険

コープながの概要［ 2023年3月20日現在 ］
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損益の状況 （単位：千円）

2020年度 2021年度 2022年度
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総事業高 年度別動態

出資金 年度別動態

2020年度 2021年度 2022年度

20

10

0

（億円） 19.3
22.721.1

経常剰余（経常利益） 年度別動態

組合員数 年度別動態

項目 2020年度 2021年度 2022年度 前年度比
売上高

（供給高） 44,091,594 44,540,675 44,514,227 99.9％

売上総利益
（供給剰余金） 9,578,092 9,530,880 9,257,157 97.1％

利用事業収入 94,346 94,830 0 0.0％

福祉事業収入 186,075 190,818 197,359 103.4％

その他事業収入 1,285,291 1,314,517 1,389,179 105.7％

事業総剰余金 10,851,239 10,835,377 10,625,625 98.1％

事業経費 8,943,323 9,037,297 8,990,334 99.5％

　人件費 3,543,242 3,641,480 3,705,214 101.8％

　物件費 5,400,080 5,395,816 5,285,119 97.9％

営業利益
（事業剰余金） 1,907,915 1,798,080 1,635,290 90.9％

経常利益
（経常剰余金） 2,118,222 2,277,815 1,932,478 84.8％

事業別供給高内訳

・総資産のうち自己資本比率は、
73.8 ％ で し た。総 資 産 の 約
35.7％は組合員出資金です。内
部留保の充実をはかり、経営基盤
を強固なものにしていくよう努
めています。

流動資産
22,123,738
（59.4％）

流動負債
7,603,836
（20.4％）

固定負債
2,176,058（5.8％）

組合員出資金
13,273,223
（35.7％）

剰余金
14,177,491
（38.1％）

固定資産
15,106,871
（40.6％）

他
人
資
本

自
己
資
本（
純
資
産
）

● 有形固定資産
　7,463,916
　　建物
　　構築物
　　機械装置
　　器具備品
　　土地 など
● 無形固定資産
　11,338
　　ソフトウェア
　　排出権
● その他の固定資産
　7,631,616
　　関係団体等出資金
　　長期保有有価証券
　　長期貸付金 など

● 現金預金
　17,420,721
● 供給未収金
　3,768,076 など

● 法定準備金
　5,950,000
● 任意積立金
　6,680,000
　　事業用施設積立金
　　災害費用等積立金
　　　　　　　　など
● 当期未処分剰余金
　1,547,491
　　前期繰越剰余金
　　当期剰余金

総資産 35,230,609

● 長期リース債務
　204,302
● 退職給付引当金
　1,605,903 など

● 買掛金
　3,743,142
● 未払金
　1,004,406 など
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貸借対照表の構成比［ 2023年3月20日 ］（単位：千円）

財 務 デ ー タ

コープデリ宅配事業
94.91％（夕食宅配含む）

売上高
（供給高） 
445億
1,422万円

■ 店舗事業 4.94％
■ 移動店舗事業 0.06％
■ 学校職域事業 0.09％

2022年度の事業と組織の到達点

コロナ禍による内食需要などの影響で、特に宅配事業を中心に事業は伸張して
きました。2022年度も微増の状況ではありましたが、会計基準の変更（収益認識
会計の適用）により決算は「減収」となりました（会計基準の変更を考慮すると「微
増収」となります。）。収益は、昨今のエネルギー・物資・物価の高騰、競合店の出店
など、事業環境の厳しさが増したことで「減益」となりました（予算上の総事業高お
よび経常剰余金は確保しています。）。

2022年9月、創立30年を迎え、コープながのの組合員数は10,347人増加し
333,400人となり、長野県内の世帯の約39.5％が加入する組織となりました。
※１世帯につき組合員１人とした換算率

※
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コープが扱う商品
コープながのは、商品供給事業を通して、「安全と安心」「お
いしい」「利用しやすい価格」「健康」「楽しい」「便利」「持続
可能な社会の実現への貢献」の7つの価値を実現し、組合
員のふだんのくらしを支えるため、安心して継続利用できる
多様な商品の提供方法を追求していきます。

赤いロゴマークの「コープ商品」は、ふだんのくらしに必要な
ものを揃えています。組合員の声をもとにうまれ、声を反映し
ながら改良・進化し続けている、日本生協連開発商品です。原
材料からしっかり管理され、コープが定めた仕様書に基づき、
コープとのパートナーシップが形成された工場に製造を委託
して作っています。
提供するすべての商品の安全性確保に取り組み、全国の生協
組合員が利用しています。

コープ商品

特徴ある「コープ商品」

特定原材料7品目を使わず、持ち込まない専
用工場または専用ラインで厳しいチェック
体制のもとで製造。アレルギーがある人も、
ない人も「いっしょに安心して食べる」こと
ができ、食事づくりをサポートする商品です。
※くるみの表示については2024年度中に変更予定

「7品目を使わない」シリーズ

原料や製造方法など、おいしさの理
由が明確なコープ商品です。100人
規模の組合員モニターテストを行
い、8割以上がおいしい（※ややお
いしい も含む）と評価した商品で、他
商品との違いが明確になっています。

「コープクオリティ」シリーズ

お子さんの初めての食事に関する
悩みを解消し、子育てがより楽しく
なるような商品です。素材を生かし
ながら使いやすい形状で、対象月
齢に合わせた品揃えがあります。

「きらきらステップ」シリーズ
5カ月の離乳期から3歳までの幼児期向け

子どもがいろいろな食べ物に親し
み、おいしさや食べる楽しさを覚
えていけるような商品です。モニタ
ーの声をいかし、素材や味付けに
も配慮しています。

「きらきらキッズ」シリーズ
3～6歳向け

環境や社会に配慮した主原料を使った商品に、共通
のロゴマークを付けてシリーズ化しました。こうした
商品を“ 選んで使う” エシカル消費のスタイルが「持
続可能＝サステナブル」な社会実現につながります。

「コープサステナブル」シリーズ

●適切に管理されたパーム油に付けられる認証マークRSPOを使ったコープヌードル
●管理された認証林などを原材料に作られたFSC認証のコープティシュや未晒し

キッチンペーパー
●生態系保護や労働環境を守るレインフォレストアライアンス認証のコーヒーや紅茶
●水産資源を枯渇させないように配慮したMSC認証マークの水産物
●環境や地域社会へ配慮した養殖を行ったASC認証マークの水産物

コープの商品▶
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生産者・メーカーなど

コープデリグループ
（コープながのを含む）

組合員

「
声
」

お
答
え

? !

総代
400人

決議総代会

組合員
33万3,400人

理事会

組合員の「声」
コープながのは、組合員から直接声を寄せられる「声のポスト」「お申し出」「お
問い合わせ」のほか、職員が配達の現場などで聞いた「観たこと聴いたこと
カード」の内容をすべてデータベース化しています。組合員からの声や意見・要
望を把握して分析を行い、商品企画の頻度や商品の改善・開発につなげてい
ます。店舗や宅配現場のほか、さまざまな取り組みの中で、広報誌からの声な
ど、多くの媒体から声が寄せられます。
コープ商品は、消費者である組合員の声を形にしてきており、そのスタイルは
今も昔も変わっていません。

▶商品コミュニティサイト
「コープ・デリシェ」

ひとつの商品が、生産者から始まり、組合員にわたるまで
のつながりをフードチェーンといいます。
食の安全は、生産・流通・消費までのフードチェーンに携わ
る一人ひとりが、食品安全性確保のためのバトンをつなぐ

「食の安全バトンリレー」全体の取り組みで実現することが
できます。そのため、フードチェーンの各段階における正確

な情報伝達と連携に取り組みます。
消費者・組合員もフードチェーンの一員です。フードチェー
ンをより確固たるものにするため、組合員と
生産者との交流など、信頼の輪を広げる取
り組みもすすめます。

食の安全の取り組み（フードチェーン）

コープながのは、商品の安全性の確保や品質保証を事業
活動の最優先事項と考え、コープデリ連合会や日本生協
連とともに、原料調達から組合員の手元に商品が届くまで
の工程における管理システムを構築しています。さいたま
市にある「コープデリ商品検査センター」は、商品の微生

物検査、残留農薬検査、放射性物質検査、食物アレルギー
検査などのほか、組合員さんからお申し出いただいた商品
の検査など年間約3万件の検査を行っています。施設内は
見学のほか食の安全にかかわる実験や手洗いチェックな
どの学習ができます。

商品検査について

食の安全の取り組み

コープデリ商品検査センター
コープデリ商品検査センターの役割は、次の３つです。
●フードチェーン全体での食の安全の取り組みが機

能していることを科学的・客観的に把握します。
●食品衛生法や関連する法令、コープデリ自主基準

に適合しているか、確認します。
●検査データを蓄積・分析し、商品の改善・品質向

上に役立てます。

商品の安全性を確保するためには、フー
ドチェーン全体での総合的な取り組み
が必要ですが、商品検査はその機能の
重要な１つとなります。

食の安全の取り組み▶

施設紹介▶



CO・OP 共済は「組合員どうしで困った時は助け合いたい」という思いがかたちになった保障事業で、コープ商品のひとつです。
ふだんから加入者みんなが少しずつ掛け金を出し合い、病気や災害などで助けが必要な加入者に共済金として一定額をお支払
いしています。加入者の輪が広がることで保障の内容が良くなり、加入条件がゆるやかなコースも誕生しています。

CO・OP 共済
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コープデリでんき（コープの電気事業）～100 年後の地球のために～

「コープデリでんき」は、再生可能エネルギーで発電した FIT 電気の比率100％の電気です。再生可能エネルギーの内訳
は、地熱30.0％、FIT（水力）30.0％、FIT（バイオマス）25.0％、FIT（風力）10.0％、FIT（太陽光）5.0％、となっています。

CO・OP 共済は、加入者が増えることで保障内容がよくなってきました。コープながのの CO・
OP 共済加入者は、約18万人です。（2023年3月現在）

❶進化する保障内容

CO・OP 共済は、共済金のお支払いを通じて「組合員のお役に立つ」ことを大切にしています。
コープながのでは、2022年度は1年間で約3万9千件、約19億円の共済金をお支払いしました。

❷使命は「お役立ち」

コープながの各事業所の「共済スタッフ」と各店舗の共済係が、組合員からの保障相談や共済
加入のお手続きを行っています。

❸専門スタッフによる加入相談

未来につなぐ、コープデリ 4 つのプロジェクト

日本の米づくり 日本のくだもの 日本の野菜 日本の酪農

コープマークのついた牛乳
の売り上げの一部をユニセ
フに寄付し、アフリカの子ど
もたちの栄養改善プログラ
ムを応援します。

ハッピー
ミルクプロジェクト

食べて未来へつなごう

新潟県佐渡コシヒカリ商品の売り
上げの一部を「佐渡市トキ環境整
備基金」に寄付し、環境にやさし
い米づくりや生きものを育むため
の環境づくりに役立てています。

佐渡トキ応援
お米プロジェクト

沖縄県伊平屋島産のもずく
商品の売り上げの一部を「美
ら島応援基金」に寄付し、島
の美しい自然環境を保護す
る活動に役立てています。

美ら島応援
もずくプロジェクト

飼料用米を配合した餌を豚
に与え、その豚肉を組合員
にお届けすることで日本の
お米作りを支え、畜産業を
元気にしています。

お米育ち豚
プロジェクト

商品を通じて持続可能な社会の実現を目指す目的で、「未来へつなごう」をスローガンとして、消費者に国産の米・乳製品及び畜
産物・野菜・果物の利用消費を呼びかけるキャンペーンを実施しています。

CO・OP共済
公式サイト

▶



宅配事業はコープながのの基幹事業で、事業全体の9割
を占めています。県内13ある宅配センターから、組合員の
もとへ商品をお届けしています。
宅配を利用する組合員は、毎週届くカタログの中から商品
を選んで注文します。

注文方法は専用の注文書に記入する OCR 注文、インター
ネット注文、電話注文など組合員が選んで自身の生活スタイ
ルに合った注文方法を選ぶことができます。

●ウイークリーコープは、毎週決まった曜日に注文品を
お届けするシステムです。カタログが届いた翌週に注
文、その次の週に注文した商品がお手元に届きます。

●ウイークリーコープで取り扱っている商品は、食品や
日用雑貨など8,000点以上。CO・OP マークのつい
たコープ商品だけでなく、農水畜産の産直品や、一般
メーカーのナショナルブランド
商品も多く扱っています。

●商品は、常温品、冷蔵品、冷凍
品、農産品それぞれに適した
温度帯に管理してお届け。ま
た、留守宅へのお届けに商品
が入った箱を保護するデリカ
バーも用意しています。

●児童センターなどで利用でき
る法人向けのサービスもあり
ます。

【 お届けの形態が選べます 】
1）個人宅配は、トイレットペーパーや紙おむつなどのように

かさばるもの、お米や飲料のように重いものも玄関先ま
でお届けします。サービスには手数料がかかりますが、「赤
ちゃん割引」「子育て割引」「シルバー割引」「ふれあい割
引」などの制度もあります。

２）グループ購入は、3人以上で利用することができます。基
本、配達手数料はかかりません。

３）ステーション購入は、地域の商店やコープの施設で、コー
プデリ宅配の商品を受け取ることのできるサービスです。
個人で利用でき、配達手数料はかかりません。

❶ウイークリーコープ

宅配事業　～「つかうほど、じぶんらしく。」～

9

事 業 紹 介
長野県内では33万人をこえる方が組合員としてコープなが
のに加入されています。
コープ商品やサービスは親から子へ、お友達へとつながり、
その広がりは“よりよい商品やくらしを”の願いをかたちに
して実現してきました。コープながのでは、組合員の皆さま
にこれからも安心してご利用いただけるよう、さまざまなリ
スクへの対策をとりつつ、消費者のくらしに寄り添い続けます。

▶デリカバー

ウイークリー▶
コープ　

▶コープデリのミールキット



10

コープながのには、コープ長野稲里店（長野市）と、コープ安
曇野豊科店（安曇野市）の2店舗があります。コープのお店は
食品を中心に、ふだんのくらしに役立つ品揃えを心がけ、楽
しくお買い物ができる空間を提供しながら、地域から信頼さ
れるお店を目指しています。お買い物には、ポイントサービス
とプリペイド機能をあわせ持つ「ほぺたんカード」があります。
毎週子育て応援 dayとシニ
アday があり、子育て応援
day にはお買い物時に長野
県子育て応援パスポート提
示で、シニアday にはあらか

じめ登録されたコープのポイントカードを提示していただく
ことで割引を受けられます。

コープ長野稲里店には移動販売車が2台あり、長野市・須坂
市・中野市など約70カ所の停留所を巡回し、地域の皆さま
にご利用いただいています。

店舗事業

コープの宅配「デイリーコープ」は、夕食宅配サービスです。
栄養バランスを考えたお弁当やおかずの舞菜シリーズをメ
インに、ミールキット・お惣菜・卵・牛乳などを月曜日～金
曜日の週3回以上お届けします。

❷デイリーコープ（※地域限定）

離れて暮らすご家族に、対象組合員のお宅へ配達にお伺い
した際の商品お届け状況（在宅・不在など3種類）をお知
らせするサービスです。連絡先を登録しいていただいた方
に、配達時の情報をメールでお知らせします。無料で実施し
ており、登録は対象者の承諾のみ必要で、生協の加入の有
無は問いません。

●お届け確認メールサービス

産地・工場直送便専用サイトから注文したい商品を宅配便
で届けるサービスです。いつでも利用でき、住所指定で全
国へ送ることができます。お届け時間指定もできます。
※ご利用にはコープデリ eフレンズへの登録が必要です。

❸ダイレクトコープ（産地・工場直送便）

コープデリ eフレンズでは、ア
レルゲンの登録ができます。
特定原材料8品目を含め28品
目の設定ができます。アレルゲ
ン登録すると、アレルゲンが含
まれる商品は強調して表示さ
れます。登録と変更はいつでも
可能です。
※製造工程上の微量混入（コンタミネー

ション）は案内していません。

●アレルゲン登録

アレルゲン登録

▲

（ｅフレンズ登録者のみ）
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その他の事業
サービス事業：㈱コープデリサービス
組合員のくらしに役立つ4つの事業を行っています。

●チケットサービス
　 遊園地やレジャー施設、公演チケット販売等
●住宅事業　住まいのリフォームやメンテナンス、新築住宅

●くらしのサービス
　 ハウスクリーニングやふとんの丸洗い等の斡旋
●葬祭事業コプセ　葬儀、霊園・墓石

保障事業：㈱コープデリ保険センター
組合員を対象にした損害保険及び生命保険の取り扱い（募集）代理店です。
取り扱い商品は、コープの団体保険、自動車保険、火災保険、ペット保険、生命保険、医療保険、がん保険
等です。また、組合員向けに無料の保険相談を行っています。

※㈱コープデリサービス、㈱コープデリ保険センターともコープデリ連合会の子会社です。
▶保険センター

トップページ

長野市と上田市で介護保険事業を展開しています。長野市には居宅介護支援（ケアマネジャー）と訪問介護が2事業所ず
つと通所介護1事業所が、上田市には居宅介護支援（ケアマネジャー）と訪問介護が1事業所ずつと通所介護が2事業所
あります。いずれも利用者の皆さまが、住み慣れた家で自分らしくくらし続けられるための支援を基本としています。自立
した在宅生活を支援するための介護サービス「生協10の基本ケア」を導入し、自分でできること、していることは、できる
限り自身で行えるような支援対応に努めています。

福祉事業

お散歩【国分】パタカラ体操【まゆみだ】 体操【保野】

小中学校と特別支援学校の教職員組合員を対象に、事業展
開をしています。食品・書籍・CD・DVD・雑貨及びガソリン、
協力店等のご案内をしています。
また、教職員グループ保険や団体扱いの生命保険・自動車保
険を取り扱うほか、提携商社としてタイヤ販売等とともに車
両購入紹介サービス、ハウジング、分譲マンション紹介など
も行っています。

学校職域事業

▶ライフなび
ネットショッピング

コープデリ チケット

白樺リゾート 池の平ファミリーランド白樺リゾート 池の平ファミリーランド

コープデリのお葬式 コプセ　※祭壇は一例です。コープデリ ハウジング
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さまざまな取り組み
コープながのを支えるもののひとつに、組合員活動があり
ます。コープながのの理事会が企画する学習会のほか、組
合員スタッフが企画・運営する“自宅に居ながら学べる企
画やオンラインを活用した学習交流、屋外企画 ”など、組
合員が参加できる形を考えながら「くらし」にかかわる学
びや取り組みを行っています。

生産者・メーカーなど

コープデリグループ
（コープながのを含む）

組合員

「
声
」

お
答
え

? !

総代
400人

決議総代会

組合員
33万3,400人

理事会

通常総代会・ブロック別総代会議（※機関会議）
コープは協同組合です。年1回開催する「通常総代会」で議決された年度の
方針（運営や活動の方向性）に沿って運営されています。また、組合員の代
表である「総代」と理事会とのコミュニケーションの場として年に2回のブ
ロック別総代会議と年度のまとめについてご意見をいただく機会を設けて
います。これらで出された意見は、まとめや方針に反映されます。組合員が
運営にかかわる大切な場となっています。これらの会議は機関会議に位置
付けられています。

さまざまな取り組みを紹介する SNS

コープながの公式
みんなの参加の場

【Instagram】

コープデリ連合会公式 【Instagram】

コープで取り扱っている商品などを
紹介するコープながのチャンネル

【YouTube】
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さまざまな参加の場

長野稲里店に併設された子育て応援施設では、子育てひ
ろばのほか幼児一時預かりなどを実施、安曇野豊科店では、
子育てひろばほっとるーむを開催していきます。
地域では、ベビーマッサージや子育てワークショップを不
定期で開催します。

子育て応援

コープ会
メンバーになった組合員が集まって楽しくおしゃべりする場
がコープ会です。会場に集まって会っておしゃべりするリア
ルコープ会と、webでつながっておしゃべりするオンライ
ンコープ会があります。

学習会・講演会
コープ商品をはじめ、くらしに役立つさまざまな情報を知り、
学ぶ場を設けています。オンラインなどを活用した企画の
ほか、資料を使って自宅で学ぶことができる送付型企画、
会場での開催も実施しています。

コープサークル
組合員が5人以上集まって、自主的な活動をする「コープ
サークル」を作ることができます。コープサークルは、コー
プから運営費の補助などが受けられます。

おうちdeお茶しよ！
お家で身近な家族やお友達を誘って、コープの飲料等を味
わいながら身近な話題でおしゃべりする企画です。

平和を考える
コープながので大切にしている取り組みの1つです。県内
にある戦争遺跡や平和関連施設の見学を企画するほか、
学習会や原爆パネル展を実施し、普段の暮らしの中で平
和について考えるきっかけを作っています。

がっこうシリーズ
について

▶

コープに加入すると、商品やサービスを利用することのほか、多岐にわたる「参加の場」があります。

森のがっこう
長野県がすすめる

「森林（もり）の里
親契約促進事業」
を活用し、複数の
NPO法人と「森林

（もり）の里親契約」
を締結しています。
これらのNPO法人
の協力のもと、森林
を知り、活用する活
動を行っています。

川のがっこう
身近な川をフィー
ルドに、川の中や
周辺の生きものを
探したり触れたり
しながら環境につ
いて学びます。ま
た、川に入る際に
注意すべきことな
ど 水辺 に 関 して
知って体感する企
画を行っています。

田んぼのがっこう
田植えや田んぼの
中の生きものさが
し、稲刈り、稲わら
を使ったクラフト
などを通じて、私
たちが主食にして
いるお米ができる
環境や育つ様子を
学びます。

畑のがっこう
畑での農作業をする
ことで土に触れ、自
然や農業についての
理解を深めます。JA
あづみの協力のも
と、29年続いている

「ふれあい農園」の
ほか、JA 上伊那や
JA 信州うえだの協
力により農業体験な
どを行っています。

屋外企画「がっこう」シリーズ
自然環境や食について考えるコープの屋外企画「がっこうシリーズ」は、4つあります。
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社会貢献・環境問題
への取り組み
コープながのは、食の安全と安心を第一に事業を通して組
合員のくらしに貢献すると同時に、さまざま
な活動を続けています。誰もが安心してくら
せる豊かな地域や持続可能な社会実現のた
め、小さなことから取り組んでいます。 ▶コープデリグループ

「サステナビリティ」サイト

コープの施設の屋根の上に太陽光パネルを設置し、発電し
た電気を利用しています。また、再生可能エネルギーで発電
された電気の利用を広めるため、組合員向け「コープデリで
んき」事業も行っています。営業車に電気自動車の試験導入
をするなど、CO2削減への取り組みをすすめています。

事業者としての省エネと
CO2削減への取り組み

コープながのは、地域にくらしている高齢者・障がい者・子ど
もなどの見守りを心がけ、安心して暮らし続けることができ
るよう、長野県をはじめ36市町村と協定を結んでいます。ま
た、協定のほか市町村独自の見守りネットワークに加入して
います。日々の配達業務の中で、万が一異変を感じた場合に
は、行政や関係者に連絡をとっています。（MAP は P16 ）

県および市町村との協定締結と
宅配システムを活用した地域の見守り

できるだけ使い捨てプラスチックを使わないことや、使い
捨てせず繰り返し使うこと、使ったプラスチックをリサイク
ルに回す消費行動を組合員に呼びかけています。コープ商
品包材の仕様も見直し、ノントレー商品やラベルのない飲
料容器の開発に取り組んでいます。

プラスチックスマートを目指す取り組み

くらしサポート活動「まごころ」は、コープながのの組合員ど
うしの助け合い活動です。
●くらしの中で困った時、組合員どうしで助け合います。
●困っている人を、その時できることで援助します。
●誰もが自分らしく、その人らしく生きられる社会を目指します。

組合員どうしの助け合い活動

貧困問題ともかかわる取り組みで、「未使用文具寄付キャ
ンペーン」を継続して行っています。集まった文具は県内の
NPO 法人等を通じて必要とする家庭に届けています。ま
た、コープの店舗をフードドライブ開催場所として提供し
ています。2022年度は、コープながの独自でフードドライ
ブの開催を店舗にて試みました。

貧困問題を考える取り組み

コープながのはコープデリグループとともに「ビジョン
2025」の取り組みを通して SDGs 達成に貢献します。長野
県 SDGs 推進企業としての登録のほか、NAGANO SDGs 
PROJECTへの協賛など、さまざまな場面で協力しています。

SDGsを推進し、
持続可能な社会を目指す取り組み

宅配ではコープのカタログや注文書、ペットボトル容器と
キャップ、飲料の紙パック、卵パック、食品発泡トレー、商
品お届け時のポリ袋等を回収し、リサイクルしています。店
舗ではアルミ缶の回収も行っています。

リサイクル循環を目指す取り組み

社会福祉協議会や、NPO 法人フードバンク信州など、県
内の各団体との継続的な関係づくりをすすめ、横の繋がり
を構築しています。取り組みに賛同・参加・協働することで
地域に貢献しています。

他団体との協力

地域の生活道路を使って配達を行うコープの宅配では、安全
を最優先課題として普段から安全運転を心がけています。
全職員が SD カード
を取得し、安全運転
事業として13年連続
で表彰されました。
また、地域の保育園
などに協力し、コープ
デリの交通安全教室
を開催しています。

安全運転や交通安全に関する取り組み
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社会貢献・環境問題
への取り組み

人 と 組 織 づ く り
人材育成（教育・研修） ワークライフバランス

新規採用の職員は、コープデリ連合会で統一された採用
時研修を受講します。さらに共済や安全運転、さまざまな
取り組みなどに関する独自研修を受講し、業務に必要な知
識、スキル、ビジネスマナー、チームワークなどを学びます。

入職後も先輩職員の同行支援やOJTの中で業務を習得
する仕組みができています。また、職務や経験に応じた集
合教育や、日本生協連を主とした通信教育に加え、書籍の
斡旋、資格取得支援など、自己啓発やキャリアアップのた
めの総合的な仕組みをいかしながら人材を育成しています。

コープながのは、職員が仕事と家庭のバランスを保ち
ながら能力を発揮できるよう、多様な働き方に対応する
各種制度の整備と改善に取り組んできました。これまで
の取り組みと実績が評価され、優良な子育てサポート企
業として2015年に厚生労働大臣の認定「プラチナくる
みん」を受け、2016年には長野県の「職場いきいきアド
バンスカンパニー」の認証を
取得しています。

2022年度は、育児休職・介
護休職に加え、配偶者出産休
暇（9名）、子の看護休暇（7名）、
介護休暇（4名）等、短期の休暇
についても利用者がいました。
男女を問わず、さらに利用し
やすい制度となるよう周知することで職員の理解を深め、
働きやすい職場作りをすすめていきます。

内 部 統 制 シ ス テ ム

コープながのは、組合員や社会の期待に応えて社会的
責任を果たしていくため、理事会などの政策検討・執行
機関でのガバナンス（組織統治）強化による公正で健全
な経営をすすめるとともに、すべての役職員がコープデ
リグループの「行動指針」「行動規範」に従って自らを律し、
法令、内部ルール、モラルの遵守を行い、倫理的組織風土
の構築に努めています。

特に、コンプライアンス意識の醸成と定着を推進する
ため、「イイネ！推進委員会」等を通じて行動指針の浸透、
安全運転やハラスメントに関する教育研修などを実施
しています。

常勤監事1名と有識者監事（弁護士・税理士）2名、組合
員監事2名の計5名の監事が、会計と理事の職務執行を監
査し、コープながのの運営システムが健全に機能してい
るかチェックしています。

専務理事の下に専任の内部監査担当を置いています。
各部署の業務の有効性や効率性、適法性に関する状況及
び内部統制の整備状況などの業務遂行状況を監査して
います。2022年度の定型業務監査は24事業所・部署で、
17項目にわたるコープデリ連合会統一のチェックリス
ト等に基づく点検を行い、監査結果は定期的に専務理事
に報告するとともに、常勤役員会へ報告しています。

組合員のくらしと未来のために組合員の立場に立って
「安心と信頼」「挑戦と学び」「コミュニケーションと感謝」

を大切にします。

コープながの役職員の行動指針

内部統制の推進組織（2023年度）

通　常　総　代　会

内部監査担当税理士
（会計事務所）
税務監査

常勤役員会

公認会計士等
（会計監査）

内部統制責任者
理事長・専務理事

監事会理事会：内部統制システムの整備責任

内部統制整備委員会
構成メンバー

メンバー：店舗・福祉・学校職域管掌役員、宅配・共済事業管掌役員、管理部長
陪　  席：常勤監事、内部監査担当
事 務 局：管理部

内部統制整備委員会
内部統制推進責任者：管理部・総合企画室管掌役員

内部統制推進担当：管理部

※�内部統制：組織内部において、違法行為や不正などが発生することなく、
組織が健全かつ有効・効率的に運営されるように業務の基準や手続き
を定め、管理や監視をすること。

コープながの　
「コンプライアンスの考え方」▶︎

■監 事 会

■内部監査（業務監査）

職員研修



生活協同組合コープながの
理事長

太田 栄一

日頃から、コープながのの事業と活動にご支援、ご協力を賜り、心より御礼を申し上げます。
長引くロシアによる軍事侵攻や物資・物価の高騰は、世界の分断を深め、コロナ禍で疲弊したくら

しや経済に影響を与えています。格差や貧困、孤立といった社会的課題がより深刻化していく中、コ
ープながのでは、その解決の一助となればと、昨年新たに、フードロス対策や生活困窮者支援を目
的とした予備入荷商品のフードバンクなどへの提供や、移動店舗2号車を導入した買物困難者対
策の強化を実施しました。また、組合員とともに、「ハッピーミルクプロジェクト」など商品の利用を通
じた社会貢献活動や募金活動にも取り組んでいます。

2022年9月、コープながのは創立30年を迎え、あらためて協同組合の原点である“協同”するこ
との素晴らしさ・尊さを再認識することができました。この思いを忘れずに、理念「ともにはぐくむ　く
らしと未来」のもと、「未来へつなごう」をスローガンに、“平和”で“持続可能な社会”の実現と「誰か
らも頼られる生協」を目指して、地域のみなさまとともにさまざまな課題に向き合って参ります。

みなさまのご支援とご協力を、お願い申し上げます。

T O P  C O M M I T M E N T

コープながのガイド  2023
発行：生活協同組合コープながの
お問い合わせ：総合企画室　〒 388-8555 長野県長野市篠ノ井御幣川 668
TEL.026-261-1223 FAX.026-261-1219　https://nagano.coopnet.or.jp 「ほぺたん」

ほぺたんは、コープデリグループのマスコットキャ
ラクターです。

「ほぺたん」は、おうちで食べるごはんが大好きな
5歳の男の子。コープデリの配達員さんが来ると

“おいしいの、とどいたよ”ってパパやママにお知
らせするのが楽しみ。自転車に乗って、コープの
お店に行くのも大好きです。

電子ブック コープながのWebサイト

コープながのは、地域にくらしている高齢者、障がい者、子
どもなどの見守りを心がけ、安心してくらし続けることがで
きるよう、長野県をはじめ36市町村と協定を結んでいま
す。また、協定のほか、市町村独自の見守りネットワークに
加入しています。日々の配達業務の中で、万が一異変を感じ
た場合には、行政や関係者に連絡をとっています。

地域見守り活動に関する協定

「SDGs 未来都市」に認定
された長野県。それに伴
い 創 設 さ れ た「 長 野 県
SDGs 推 進 企 業 登 録 制
度」に、コープながのが登
録しています。

長野県SDGs
推進事業への登録

万が一、災害が起こった時に、お互い協力して住民生活の
早期安定を図るため、応急生活物資の供給及び運搬に関
して積極的にコープながのが協力するものです。

災害時における
応急支援物資等に関する協定

●災害協定・
　見守り協定締結自治体
●見守り協定締結自治体
●災害協定締結自治体

行政との協定・協力


